






令和６年度 ｢学校教育指導の重点｣について

＊ 各ページの網掛け

令和６年度、特に重点を置いている内容です。

＊ 各ページの吹き出し

指導を進める上でのポイントを示しています。

＊

マークは用語解説です。

＊ 令和６年度より｢二次元コード｣を加えました。
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指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項 

１ 心身の健康の保持

増進に関する指導の

充実 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
                     
 
 
 
 
 

■ 本市児童生徒の健康課題（家庭との連携を！） 
           ・ むし歯有病者率の割合及び肥満度の割合が  
            全国平均よりも高い。 
           ・ 視力1.0以上の割合が全国平均よりも低い。      
  
 
 
                     
 
 

１０ 子どもの心身に寄り添った学校保健の推進 

 

健康の大切さ

を理解し、適切

に判断・行動で

きる子どもを育

成しましょう。 

① むし歯数の減少と歯周疾患の予防に努め
る。 

○ 幼稚園・小学校におけるフッ化物洗口の
推進 

○ 幼稚園・小・中学校における給食後の歯
みがきの推進 

○ 福島歯科医師会委託歯科保健指導事業の
推進 

＜参考＞           
・「福島市歯と口腔の健康づくり推進条例」             
・ぶくぶくうがいでむし歯予防、フッ化物洗口 
でむし歯予防（R5福島市版） 
 
 
 

② アレルギーを持つ児童生徒の事故防止と
安全対策に努める。 

○ アレルギーを持つ児童生徒調査 
・学校生活管理指導表の管理 

○ アナフィラキシーに関する正しい知識の
習得及び対応方法の理解 
・「学校における食物アレルギー対策研修会」 

○ 食物アレルギー連絡カードの活用 
・連携体制の構築  

＜参考＞ 
・学校における食物アレルギーへの対応（福島市版） 
・学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン    

令和元年度改訂日本学校保健会（文部科学省監修） 

○ 各教科等の特質を生かした指導計画の体系化  
○ 体育・健康に関する指導の全体計画（課題解決型の学校保健計画含む）
の実践と評価の充実 

○  性に関する指導の全体計画の実践と評価の充実 
 

○ 発達の段階に応じた課題解決的な学習の推進 
○ 教科等横断的な視点を大切にした学習の推進                                
○ 活動等に応じた効果的な自分手帳の活用 
 

③ 心身の健康保持を支える支援の充実 
○ 心の健康に関する研修会の活用（精神科医等相談研修会等） 
○ 医療関係機関や専門家との連携を深めた校内の連携体制の整備 

①健康の大切さを理解し、②適切に判断・行動できる子どもの育成 

 
＜参考＞・指導要領
総則解説「心身の健康保
持に関する教育」の活用 

２ 今日的な課題に対応した指導と校内体制の改善 

 

学校 地域等 

自校の健康課題を共有し、児

童生徒が生涯にわたって健康な

生活を送ることができるように

指導・支援していきましょう。 

家庭 

③ 児童生徒が抱える様々な健康課題の共有と 
理解及び指導に努める。 

○ 肥満指導の推進 
・家庭との連携を図った規則正しい生活習慣の定着 

・バランスのとれた運動、食生活の見直し 

＜参考＞ 
・「自分手帳」活用の手引き 
・学校における肥満対応ガイドライン（福島県教委Ｈ29） 

○ 性教育の推進 
・性に関する出前講座の活用 

○ 疾病の予防   
・飲酒・喫煙・薬物乱用防止教室の開催 
・がん教育の推進 

○ 感染症予防 
・理解及び正しい判断ができる指導の継続 

○ メディア利用をめぐる健康課題（視力低下
等）の予防 
・実態把握と理解及び正しい判断ができる指導の継続       
・家庭との連携を図った規則正しい生活習慣の定着 

 
 
 
 
 
 
○ 幼稚園・小・中学校における 
給食後の歯みがきの推進 

④ 学校保健委員会、地域学校保健委員会を開
催して健康課題を協議する。 

○ 養護教諭や栄養教諭、学校医等専門家と
も連携した、学校全体での共通理解  

○ 学校、家庭や地域（中学校区）を結ぶ組
織としての機能の活性化 
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